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抄 録 

現代サッカーにおける攻撃は、「速攻」と「ポゼッション攻撃」に大別することができる。「速攻」あるいは

「ポゼッション攻撃」についての定義は数多く存在するが、定性的観点によるものがほとんどである。そこ

で、本研究では 2012 年 UEFA ヨーロッパ選手権を対象に、ボール奪取後の攻撃を、「速攻」と「ポゼッ

ション攻撃」に分類する定量的指標を提案することを目的とした。まず、ボール奪取後シュートに至ったプ

レーを抽出し、ボール奪取位置、ボール奪取時からシュートをした時までの時間（プレー時間）を視察に

より調べた。加えて、それらのプレーが「速攻」あるいは「ポゼッション攻撃」であるかを定性的に検討した。

その結果、「速攻」ではボール奪取位置間（攻撃方向前方から 3 分割）において、プレー時間に有意差

が認められた。このようにボール奪取位置を 3 エリアに分割することで、より精度の高い定量的指標を得

ることが可能であることが示唆できた。また、各エリアでボール奪取した場合に非常に高い割合で「速攻」

と判断されるプレーの目安時間も明らかになった。したがって、ボール奪取後の攻撃を分類する定量的

指標になり得るものと考察された。 
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